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遠藤和樹, 杉森⼀哉, ⾦⼦ 卓, 三輪治⽣, 前⽥ 愼：IPMN 壁在結節に対する DFI-EUS の⾎流診断能. 第 104
回消化器内視鏡学会関東⽀部例会, 東京, 2023, 12. 
 
加藤瑠璃, ⼤⽯梨津⼦, 三輪治⽣, ⾦⼦ 卓, 杉森⼀哉, 沼⽥和司, 前⽥ 愼：左右肝管泣き別れの胆管⼗⼆指腸
吻合部狭窄に対し、2回の EUS-HGSで両葉ドレナージに成功した 1 例. 第 104回消化器内視鏡学会関東⽀部例
会, 東京, 2023, 12. 
 
⻄尾匡史, 国崎玲⼦, 栗村紀輝, ⽩倉⼤毅, 春⼭芹奈, 中森義典, 松林真央, ⽊村英明, 平澤欣吾, 前⽥ 愼: UC
併発腫瘍に対する ESD の技術的妥当性の検討. 第 14回⽇本炎症性腸疾患学術集会, 兵庫 2023, 12. 
 
⻄尾匡史, 平澤欣吾, 前⽥ 愼: 潰瘍性⼤腸炎の鋸⻭状病変に対する内視鏡的切除の妥当性.第 117回⽇本消化器
内視鏡学会関東⽀部例会, 東京, 2023, 12. 
 
澤⽥敦史, 平澤欣吾, 國崎主税, 前⽥ 愼: 管内発育型胃 GIMT に対する内視鏡切除術の経験. 第 117 回⽇本消
化器内視鏡学会関東⽀部例会, 東京, 2023, 12. 
 
澤⽥敦史, 平澤欣吾, 國崎主税, 前⽥ 愼: 胃 GIMT に対する内視鏡切除術の経験. 第 5 回内視鏡的全層切除・
縫合法研究会, 東京, 2023, 12. 
 
<その他（講演会・受賞・取材協⼒・特許等）学会以外各種講演> 
須江聡⼀郎：臨床研究概論〜「臨床研究の疑問→研究実施→論⽂化→EBM」で医療を改善する道筋〜.次世代臨
床研究センター主催臨床研究セミナー(WEB開催), 2022, 4.  
 
須江聡⼀郎：倫理委員会承認から研究終了までの「研究実施」における〜ピットフォール〜. 次世代臨床研究セ
ンター主催臨床研究セミナー(WEB開催), 2022, 5.  
 
須江聡⼀郎：研究計画書策定の⼯程とポイント〜介⼊試験の実際例から〜. 次世代臨床研究センター主催臨床研
究セミナー(WEB開催), 2022, 6.  
 
須江聡⼀郎：〜臨床研究法, ⼈を対象とする⽣命科学・医学系研究に関する倫理指針を踏まえて責務を果たすた
めに〜. 次世代臨床研究センター主催臨床研究セミナー(WEB開催), 2022, 9.  
 
沼⽥和司: BCLC stage B2 HCC に対する Lenvatinib RFA sequential therapy LEN-RFA の使⽤経験に基づく考察. 
LENVIMA Meet The Expert in Tokyo (WEB開催), 2023, 1. 
 
中⾺誠：HCC の⻑期予後を⽬指したレンバチニブ治療；副作⽤対策と分⼦病理画像解析から検証する. HCC 
Seminar in Niigata, 新潟, 2023, 1.  
 
沼⽥和司: HCC における Lenvatinib RFA (plus SBRT) sequential therapy. HCC Meet The Expert (WEB開催), 
2023, 3. 



 

 

 
中⾺誠：HCC免疫複合療法における最新の知⾒. 湘南HCCセミナー, 神奈川, 2023, 3. 
 
中⾺誠: 診療に直ぐ役⽴つウイルス性肝炎知識. 第 6回 神奈川肝疾患コーディネーターセミナー横浜 （WEB開
催）, 2023, 3.  
 
沼⽥和司: 実臨床における肝細胞癌に対するラジオ波焼灼療法と体幹部定位放射線治療のすみわけ. 第 6 回
HCC-Seminar in 阪神(WEB開催), 2023, 5. 
 
中⾺誠：肝細胞癌に対する薬物療法の新たな展開．第 48回⽇本外科系連合学会学術集会 スポンサードセミナー, 
神奈川, 2023, 6． 
 
沼⽥和司:  Intermediate HCC における Lenvatinib RFA (plus SBRT) sequential therapy 
「肝細胞癌の集学的治療を考える会 -LEN 併⽤療法の最適化-」.講演（WEB）, 2023, 9. 
 
中⾺誠：C型肝炎治療の進歩と 肝癌治療における分⼦腫瘍マーカーの役割．第 43回⽇本分⼦腫瘍マーカー研究
会  共催モーニングセミナー, 神奈川，2023, 9. 
 
杉森慎: 当院の CGP 検査の概況と、胆膵がんに対するゲノム診療の実践．Yokohama genome medicine expert 
meeting 2023, 神奈川, 2023, 10. 
 
沼⽥和司 : Closing Remarks 当科での⼀次治療での Durva Treme の使⽤経験 . Immuno-Oncology Expert 
Symposium, 神奈川, 2023, 11. 
 
杉森⼀哉: 基調講演，内視鏡ガイドワイヤーテクニックを極める．第 1回 Pancreatobiliary Device Workshop in 
KANAGAWA，神奈川，2023, 11． 
 
中⾺誠: 肝細胞がん治療最近の話題と地域医療連携. 川崎消化器がん連携セミナー, 神奈川, 2023, 11. 
 
中⾺誠: 肝細胞がん治療最近の話題〜化学療法を主体に〜. 肝・胆 Up Dateセミナー, 神奈川, 2023, 12. 
 
杉森慎, 杉森⼀哉, ⾦丸雄志, ⼟屋洋省, 鈴⽊良優, 中森義典, ⼩野寺翔, 露⽊翔, 廣⾕あかね, 澤⽥敦史, 平澤欣
吾, 野﨑昭⼈, 中⾺誠, 沼⽥和司, 前⽥愼: PI3K 阻害薬の臨床応⽤に向けた新規 PIK3CA 変異型⼗⼆指腸腫瘍
マウスモデルを⽤いた基盤研究．第 8回 Gastro-PLUS プレナリーセッション, 東京, 2023, 12. 
 
＜研究助成⾦＞ 
前⽥ 愼（分）：膵癌における腫瘍関連マクロファージのマスター転写因⼦を標的とした新規治療法への探索研
究．国⽴研究開発法⼈⽇本医療研究開発機構 次世代がん医療加速化研究事業（2023 年度），40万円． 
 
前⽥ 愼（分）：膵がん早期発⾒・精密治療⽅針決定を実現する新規放射性抗体医薬を⽤いた超⾳波内視鏡ガイド



 

 

投与による⾰新的 PET 画像診断の第Ⅰ相医師主導治験．国⽴研究開発法⼈⽇本医療研究開発機構 臨床研究・
治験推進研究事業（2023 年度），200万円． 
 
須江聡⼀郎 (代表). ⽂部省科学研究費助成（基盤研究 C) 腸上⽪化⽣に対する ISX を標的とした胃発癌化学予防
治療の臨床応⽤.総額 468万円（2024 年度 169万円）. 
 
須江聡⼀郎（代表）. 胃癌抑⽌のためのボノプラザン、アモキシシリン、シタフロキサシン１週間でのヘリコバク
ターピロリ救済治療. 横浜市がん研究助成. 学内先進医療事業． 
 
須江聡⼀郎（代表）. 胃癌抑⽌のためのペニシリンアレルギー患者に対するボノプラザン、クラリスロマイシン、
メトロニダゾール１週間でのヘリコバクターピロリ除菌治療. 横浜市がん研究助成. 学内先進医療事業． 
 
須江聡⼀郎（代表）. 胃癌抑⽌のためのボノプラザン・メトロニダゾール・リファブチン 10⽇間でのヘリコバク
ターピロリ救済治療. 横浜市がん研究助成. 学内先進医療事業． 
 
須江聡⼀郎（代表）. ボノプラザン、メトロニダゾール、シタフロキサシンでの胃細菌叢除菌による胃癌抑制効果
を腸上⽪化⽣改善により評価する探索的介⼊研究. 横浜市がん研究助成. 学内先進医療事業． 
 
須江聡⼀郎（代表）.未分化型胃癌の発癌機序に関する免疫組織化学的及び遺伝⼦学的検討. 横浜市がん研究助成. 
学内先進医療事業． 
 
中⾺ 誠: 難治性肝癌の CD8 陽性 T 細胞誘導を介した免疫療法改善の検討とバイオマーカーの構築. ⽂部省科
学研究費助成(基盤 C)代表, 3 年⽬ 1,600,000円（総額 4,160,000円）. 
 
杉森⼀哉, 杉森 慎, 前⽥ 愼: ct-DNA と剖検検体を⽤いた膵癌化学療法中に⽣じる 3次元的遺伝⼦変化の解明. 
基盤研究 C（科学研究費助成）, 3 年⽬ 1,560,000円（総額 4,030,000円）. 
 
⾦⼦ 卓: 肝内胆管癌に対する PI3K 阻害薬及び Wee1 阻害薬の臨床応⽤に係る基盤研究．若⼿研究（科学研究
費助成），3 年⽬ 390,000円（総額 4,550,000円）. 
 
杉森 慎: EGFR 増幅を伴う進⾏胆道癌に対するネシツムマブ，ゲムシタビン併⽤療法の有効性を検討する第Ⅱ相
試験. 横浜市がん研究助成. 学内先進医療事業． 
 
杉森 慎: メチル化に着⽬した PIK3CA 変異型⼗⼆指腸がんにおける段階発がん経路の解明. 若⼿研究（科学研
究費助成）, 1 年⽬ 1,950,000円（総額 4,680,000円）. 
 
杉森 慎: 腫瘍由来⾎中遊離遺伝⼦による新規個別化バイオマーカーの確⽴と薬剤耐性化機序の解明. 研究助成
（横浜学術教育振興財団）, 200,000円. 
 
杉森 慎, ⽥中春⾹, 露⽊ 翔, 國崎主税: C-CAT利活⽤データベースを⽤いた、本邦のがんゲノムプロファイリ



 

 

ング検査を実施された消化器癌の実態調査. 医療デジタル化助成（横浜総合医学振興財団），300,000円. 
 
⼟屋洋省: PI3K亢進型肝内胆管癌の病態解明と新規治療法の開発. 研究助成（横浜学術教育振興財団），140,000
円. 
 
露⽊ 翔: 新規胃発癌モデルの開発. 公益財団法⼈横浜学術教育振興財団研究助成, 250,000円. 
 


